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Ａ．研究目的 
本邦においては子宮頸がんが急増に転じてい

る。HPV ワクチンは 9 年近く積極的勧奨が差し

控えられ、生まれ年度によって接種率が大きく異

なる事態となった。 
2022 年度からは定期接種の積極的勧奨が再開

され、キャッチアップ接種も開始されているが、

現状では接種率は低迷している。 
一方で、子宮頸がん検診に HPV 検査が導入さ

れようとしている。HPV 陽性・細胞診正常者の

フォローなどが課題となっており、どの程度子宮

頸がん減少につながるかは不透明と言わざるを得

ない。 
当研究では、子宮頸がんの年齢調整罹患率・死

亡率が今後どのように推移するか、HPV ワクチ

ンの接種率や子宮頸がん検診の受診率によってど

の程度減少を促進できるのか、等を検討する。 
 

Ｂ．研究方法 
ARIMAX モデルを用いて推計を行う。従属変

数として罹患率(・死亡率)、独立変数として喫煙

率、HPV 感染率、がん検診受診率などを想定し

ている。現状の傾向が持続する場合をベースライ

ンとして、上記変数の変動により、子宮頸がんの

年齢調整罹患率・死亡率においてどの程度の変化

が期待されるか推計する。 

Ｃ．研究結果 
2025 年度は、前年度に引き続き、利用可能な

データベースの探索を行い（表 1）、30-39 歳、

40-49 歳ごとに時系列データセットを作成した。

HPV 感染については、日本性教育協会 「青少年

の性行動全国調査」の性活動性データを活用する

方向でも検討していたが、直接的なものではない

ため、HPV 感染率についての文献を再度検索

し、整理を行った。一般集団により近い対象を扱

った研究を選定することを目的として、特記すべ

き症状を認めないがん検診受診者を対象とした調

査に限定し、論文を選択した。（表 2）。 
ARIMAX モデルを用いた子宮頸がん罹患率推

計については、1990～2015 年のデータを用いて

推計を行ったところ（2016 年は全国がん登録制

度開始年のためにデータ除外）、精度の高い予測

値が得られていることが確認できた（図 1）。 
各種リスク要因（子宮頸がん検診受診率・

HPV 感染率・喫煙率）の寄与について、まず 30
歳代の子宮頸がんの罹患率で解析を行った。子宮

頸がん検診の受診率のみ 2015 年度までの傾向が

継続された場合（他のリスク要因は 2015 年のデ

ータで固定）、子宮頸がん検診受診率は低下する

一方、子宮頸がん罹患率も若干低下すると推計さ

れた（図 2）。 
HPV 感染率のみ 2015 年度までの傾向が継続

された場合（他のリスク要因は 2015 年のデータ
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で固定）、HPV 感染率は上昇し、子宮頸がん罹患

率も若干上昇すると推計された（図 3）。 
喫煙率のみ 2015 年度までの傾向が継続された

場合（他のリスク要因は 2015 年のデータで固

定）、喫煙率は上昇し、子宮頸がん罹患率も上昇

すると推計された（図 4）。 
HPV 感染率が 2040 年に 0％に低下する場合

（他のリスク要因は 2015 年のデータで固定）、

子宮頸がん罹患率も低下すると推計された（図

5）。 
40 歳代についても同様に解析し、HPV 感染率

のみ 2015 年度までの傾向が継続された場合（他

のリスク要因は 2015 年のデータで固定）、HPV
感染率は低下し、子宮頸がん罹患率も若干低下す

ると推計された（図 6）。 
 

Ｄ．考察 
概ね、合理的な結果が得られた。子宮頸がん検

診受診率の低下に伴って子宮頸がん罹患率も低下

すると推測された点については、引き続き、技術

的問題も含めて検討を行う。 
当研究期間終了後も引き続き、死亡率について

の解析や様々なシナリオに基づいた将来予測等を

実施する予定である。 
 

Ｅ．結論 
今年度は利用可能なデータベースの確認や必要

なデータ収集などを行い、ARIMAX モデルを用

いた子宮頸がんの年齢調整罹患率の推移の推計を

行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
これまでに該当事象は発生していない。 
 

G．研究発表 
1.  論文発表 
なし 

 
2.  学会発表 
1) 上田 豊. HPVワクチンと子宮頸がん検診で

未来を守るには.令和7年度がん検診精度管理

医師等研修会.2026 年 3 月 1 日、長崎   
2) 上田 豊.女性のがん予防促進プロジェクト

の経過と今後の展開.日本がん・生殖医療学会

MUFG 委員会企画.2026 年 2 月 21 日、奈良 
3) 上田 豊. HPV ワクチンの接種状況とリア

ルワールドにおける有効性.医学薬学セミナ

ー（伏虎キャンパス）.2026 年 2 月 19 日、和

歌山 
4) 上田 豊. HPV ワクチン最新情報.厚労科研

研究班全国自治体セミナー.2026 年 2 月 18
日、東京・Web   

5) 上田 豊.ワクチンと検診による子宮頸がん

予防.World Cancer Day in Chugai Web .2026
年 2 月 12 日、Web 

6) 上田 豊.本邦における子宮頸がん予防の現

状と課題.新潟県令和 7 年度 子宮がん検診セ

ミナー  .2026 年 2 月 10 日、新潟 
7) 上田 豊.HPV ワクチンの接種の現状と今後

の課題.和歌山県予防接種広域化推進全体会

議.2026 年 2 月 7 日、和歌山 
8) 上田 豊.HPV ワクチンの 2024 年の上半期

までの累積接種率.厚労省 第 110 回厚生科学

審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討

部会、令和７年度第 11 回薬 事審議会医薬品

等安全対策部会安全対策調査会（合同開

催）.2026 年 2 月 4 日、東京 
9) 上田 豊.「子宮頸がんの現状・治療と検診に

ついて」 「接種の現状及びキャッチアップ接

種も含めた今後の展望について」.厚生労働省

研修会.2026 年 2 月 1 日、東京・Web 
10) 上田 豊.HPV ワクチン最新情報.OCEAN 

STUDY 臨床セミナー.2026 年 1 月 31 日、和

歌山・Web 
11) 上田 豊.産婦人科領域をベースにした新し

い公衆衛生学の展開 .第  27 回  HEGO の
会.2025 年 12 月 5 日、東京 

12) 上田 豊.HPV ワクチンによる子宮頸がん

予防、 そして男性も！.新宮市立医療センタ

ー セミナー.2025 年 11 月 14 日、和歌山 
13) 上田 豊.HPV ワクチン接種の現状と課題.

国立がん研究センター 教育講演.2025 年 10
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月 20 日、東京 
14) 上田 豊.まだ解決できていない HPV ワク

チンの課題.令和 7 年度全国大学保健管理協

会近畿地方部会 研究集会・総会 保健師・看

護師班研究集会・総会.2025 年 8 月 29 日、大

阪 
 
3. 書籍 

1) 上田 豊. 性感染症、HPVと妊娠.日本産婦人

科医会研修ノート No.115 プレコンセプショ

ンケア.2026 年 1月 

2) 八木麻未, 上田 豊. オールラウンド外来診

療ガイドブック「HPVワクチン接種」.中山書

店.2025 年 12月 

3) 八木麻未, 上田 豊. ―こころとからだの‘つ

らい’に寄り添うー女性外来診療.診断と治療

社.2025 年 10月 

4) 上田 豊. 子宮頸がんとワクチン,第 3 回 

HPV 関連がんとその予防,第 2 回 HPV ワクチ

ンの有効性,第 1 回 子宮頸がんとは.中学保

健ニュース、2025年 10月 

5) 上田 豊. 各論 （２）性成熟期 ２）想定さ

れる相談内容 ①生活習慣 Q17 子宮頸がん検

診と HPV ワクチンについて教えてください。 

検診とワクチンのどちらか一方だけ実施すれ

ばよいのでしょうか。 

(ア) プレコンセプションケア アドバイザー

TEXTBOOK 73(75)、2025年 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 特記すべきことなし 
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